
線形代数 II演習 第 2回 解答例

課題 2.1. (1) 部分空間. (2) 部分空間ではない. (スカラー倍を考え
れば良い )

課題 2.2. (1) 部分空間. (2) 部分空間ではない. (スカラー倍を考え
れば良い )

課題 2.3. (1) 1次独立. (2) 1次従属.

課題 2.4. (1) 1次独立. (2) 1次従属. (3) 1次独立. (4) 1

次従属.



微積分 II演習 第 2回 レポート

レポート 2.1. V をベクトル空間, W1,W2を V の部分空間とする.

(i) proof. W1, W2 は V の部分空間なので, 0 ∈ W1 かつ 0 ∈ W2.

よって, 0 ∈ W1 ∩W2. また, u, v ∈ W1 ∩W2, k, ℓ ∈ Rとすると, u, v

は u, v ∈ W1かつ u, v ∈ W2なので, 部分空間であることより,

ku+ ℓv ∈ W1 かつ ku+ ℓv ∈ W2.

よって, W1 ∩W2は部分空間である. 2

(ii) proof. W1, W2 は V の部分空間なので, 0 ∈ W1 かつ 0 ∈ W2.

よって,

0 = 0 + 0 ∈ W1 +W2.

また, u, v ∈ W1 +W2, k, ℓ ∈ Rとすると, u, vはそれぞれ

u = u1 + u2, u1 ∈ W1, u2 ∈ W2,

かつ
v = v1 + v2, v1 ∈ W1, v2 ∈ W2

なので, 部分空間であることより,

ku+ℓv = k(u1+u2)+ℓ(v1+v2) = (ku1+ℓv1)+(ku2+ℓv2) ∈ W1+W2.

よって, W1 +W2は部分空間である. 2

(iii) proof. W1 ̸⊂ W2かつW2 ̸⊂ W1とすると,

u ∈ W1 かつ u /∈ W2, v ∈ W2 かつ v /∈ W1

となるu, vが存在する. 1 和集合W1∪W2は部分空間なので, u+v ∈
W1 ∪W2である. ここで,

u+ v ∈ W1 ⇒ v = (u+ v)− u ∈ W1

となり矛盾であり,

u+ v ∈ W2 ⇒ u = (u+ v)− v ∈ W2

となり矛盾する. よって, W1 ⊂ W2またはW2 ⊂ W1が成立する. 2

1このような u, vを u ∈ W1 \W2, v ∈ W2 \W1 と書く.


